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,水 の日隊イヒま 石 おれジョックによるエネツトヤー危機 Ft米 話い1との貿易

摩存 Ⅲl高やアジア地域どⅢ心とする析EII●業F 地 域の任済成長をと ,

本の需済的な発展とてれに■をうL,関 係の変化1対 応 して L内 の立巣村進

をどう訓jヒしていくかという い わ Fr「れ済の回眸化Jを mと して辻ぁられ

てきました

そのセ ロ 本経済ガ 士界の結■にの自分のIという★ 営なウエイトを持つよ

うになると 経 済"開 故や同際的貢市Rがコt卑から求められ lt方 白治体も住

民の回障理解の促逆 ヤ 学」tの支援 文 イヒ夜荒 研 確4:の受人″■ 開 発近 ト

ニヘの協力など □ '活 動 においてTr要なイ々倒か期待 されるよう1=なってき

ました

また 海 クトに旅イiし  あ るいはれ,卜で生i=する,本 人が短える一方 留 学

や班労などの目的で日本にいうす外四人方町加 し 従 来から日本に生活の本

拠をliつll□ l llいの人々を含めて 1じ域社会で典なるL柿 や文イヒを持つ

人々とどう!(■していくなという 「内なる国際イヒJの 正要1■についてもな く

超訣されるようになっています

今後2地 紀!=向かって ,【西冷1戦終結後の新 しい世界は序の形成に向'た

模年が統 き 様 々な枝 fr+新 や怜親通信の発達によって世界の柾互1【布関係

か更に深まるとともに そ オtぞオtのjL成や一人ひとりが人類全体の平舟1と以

力 きの実現にタカし お 互いの人柾がM並 され多様な文イヒカユ生する地球|[

会を栄いていくこと″`大 営本課胆となってい=ま す

こうした'ロ ーハ リセーンョンの進展は 処 蚊11会や価人のあり方をしコ

いドtしており r/ぉ ゃ推方だけでなく 教 ■4 文 化 シ m 桁 ねl 医 療  部

市計 ll 即覧保全 地 批の活性化といった地方行政全ntにわたちケ,1におい

て □ 岡 ヒという視点を1■った施策を靴進 していくことが必要になっていま

す Tに  企 業や大学 教 育終閃 団 体 タ ルーブi fm人といった様々な地

戒千i会のr■い手にも 同 様tF際 化を祝町に人れた活動が求められます

本ヤでは 京 「
tF府ガ i際 化を進める日僚とと本方向 そ れを実現するため

のtr■活動主体の役割について記述 しています



第 1節 京 都府の国際化の目標と基本方向:¬
■怖けiiい|ィ(ケⅢI↓  木 ケ11の(tFぼⅢIズ(こと‖ じ  人 「260ブj74白2人 (【o931i

10,Jll粧 予|)で  44の 市“J付から‖成され 村 Jヒ=神‖史 (十“すた,じ」ク方 =

引帥 ! Ⅲ ‖ 前 ]の 各地域てAな った気“々  alJ:今 を■っています

」し‖"じ攻 tま 本 ルに巾し :Fr Tて は リアー 1サしⅢ費やSセロ本", tlつ 拠,1と

しての呼品力i迂ん Ctヽま■、 」】:卜地IⅢま 月 中'11けてを1,ビ =叫1カなホ1+″i″|

がち 一方 父 旭判のヤ‖t=付モってm“「ィヒち延たてきています ま た す ‖jt

取■は 人  的 145万人の大=「市 方fll市を俳する111「 と 訓地 【と ■ 々

Ⅲケ 古 然ll典サィには =れ JP〔文ィし+1「,向 郁市の■設万迂むドⅢ lntlL=″(Jj

りまJ

この1「郁"|をい1坪ψ】=や 地駅と|ヒ熊すると 人  十■シンガボールとにはコ

して 府 内結4 i■は■オ lクル 」ⅢI相 1ヽするⅢと枚に 府 民一人Jた りの イ

作 まス)i― ■ンと同じ水|(4となっており Ⅲl舛女イヒ出とに3て=録 さイ[た女

イヒHlをtじ め に 空 rイ ヒ ■ しぃ白4 Ft i ltttl l水準の字1「 芸 術

伝市F柱 や先J杵と■といったlr"“をliち ,11■ ,の ネ地Ⅲら多くの人々″:

1方れ ま た■市する地■となっています

こうした京印"十の11つ|1也 = そ のままた末を代去するものとしてあクト方

ら■材せをⅢまれることも,( ■ ,生 】[を迂いる(=」たってイナ利な楽十卜とな

って宮ました ,コ"+にこのことと 受 け,1サの女ヤH=な りやすいという側Ⅲ

ヒ■っており ,どた多くのJ上方向治体 とおいて同,イヒの取組みか活■に行わ

れている中で 今 後も,さ 止いて同隊的には力あるlt蚊であい抗 iるたいに

と ■ 怖府↑llNとしてより■凝的にi隣 イヒヘの取約1みを進めていくこと,セ

要とを,て います

ここては す どtrrのF除 化の現壮とil題をWiまえな'う  ■ 部Ⅲ,ガ今後

|二n4化を打逆 していくこ」tたっての Eれヽ どⅢ水方向を例ち力Hとしています
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府民の       世
界にをらすlT々な立場の人々の存在を■1り 遣 くに|十んでいる人をもっ

国際理解 と   と
よく理解したいということから佑ま, 相 手を鷺1ることによって自分も成

民間国際活動の  長
していけるような%力  営 みこそが回隊活動の本rlであるといえます,

1足達         し
たガつて よ り多くの府民が地lB地会の生活者としての組政と知試を活

かして 様 々な同隣活jlに参加 し 興 なる文化や考え方を持つ人々とのつな

が,を 広げ 相 互の理解を深めていくことが望まれ こ のことが同じ人間と

して平等に生宮ていくjtJ 1ヽ1会の実現に大営な役割を果たします

この意味から よ り多くの,“民が縦々なF玲 活如に主体的に参加し 異 な

る文化やl艇 駅に触れ 自 うの価性を■Ⅲましていくとともに 奨 なった考え

方を相互に尊重する地球li良としての意敵を有ててい0ち よう 府 民と行政

が協同できるシステムをつくり 倍 釈や人材 活 動場所等の支親や 各 制の

国際輸 lF事業 海 外との交流Ⅲ実等を実施することによって 府 民の凹障Pr

扉と民mの 国際活動を使進してい言ます_
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世界に開かれた
地域社会づくり

国際活動の
基盤づくりと

地域の活性化

京怖の文化や日本の文化は こ れまであら海外との在流によって大言な発

展をとげて宮ました 京 都府を説れ あ るいは京都1行にネらす外国人は 新

しい文化や様々な考え方をもたらし り j日の京補府に活力をrrぇて くれると

ともt 京 都や日本のよ宮理解者として京笥府と海外との交流のかけ稲とな

ってくれています.

Al在 ☆ 鮒府には人=の 2%を 超える外国冊の住民が捧らし 毎 年海外から

50万人を超える人々力訪れており 在 留輩格によ ,そ の立期や】オ況は望なり

ますが 言 英やJ析 マ慣 J会 制度の速いなど力, 日 常生活をおくる上で

様々な不便や不自由さを感 じることも多いことが棺摘 されています し たが

って こ うした梁なる国描 文 化 価 値FLRを持つ人々の人権が尊重 され 京

都,「に共に丼らす府民 (=外 同俗府民)と して 安 心 して 生 営生営とした

生活″`おくれるよう 「世界に開かれた地取社会」づくりをめざしてい営ます

府良 良 問回1保活動団14 教 育機 対 大 学 研 究機関 企 業 市 町付など

が そ れぞれの分野で活企な凹障活動を皮開していくこと方できるようにす

るためには そ の rL雑となる施設や集作を整備していくこと力`必要になりま

す こ のためlfと交通や竹親通信のネ ントヮーク 同 際交流Iu設といった国

燎店助の工線づくりを促進するとともに 供 遠で文化や自然!=祝じめるまち

づくりを進めていきます

また ■ 部jL文の国1斥的な経済活動への支援や 固 r4理北 ョ ン本ンショ

ンの振nIにも和極的に取り組み こ うした井台づくうとそれを活″ヽした活発

な国際活動の展開を述じて 'と域の活セト化を口ってい営ます


